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古代の渦紋（２）コラム

～縄文土器、土偶に見る渦紋～

全くもって「唐突」ですが、「渦紋マニア」？を自称する管理
人が古代遺物に見る渦紋を紹介します。
ただただ「(*￣-￣)ふ～ん」と眺めて頂ければ幸いです（笑）

＠東京国立博物館

縄文時代（晩期）
前１０～前４世紀

弥生時代の銅鐸などに見られる双頭渦紋
（下図）がすでに縄文時代にも？？

＠東京国立博物館

弥生時代の銅鐸
に見られる双頭渦紋
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＠山梨県 釈迦堂遺跡博物館（⇒９頁参照）

３頁 ４頁
釈迦堂遺跡博物館展示パネル写真に赤黄で追記
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国宝：「縄文のビーナス」＠長野県 尖石縄文考古館

縄文時代中期 約 前50世紀頃 長野県茅野市 棚畑遺跡出土

縄文時代の土偶はほとんどが意図的に壊されて（分
割されて？）出土しますが極めて稀に完体（あるいは
近い形）で埋納されていたものがあります。それらは
「優品の粋」のごときものです。おそらく特別な扱い
を受けて大切にされたものと思われます。
本土偶もその一つ。横たわった状態で出土しました。

装飾があるのは頭部だけですが、そこには渦紋も。
頭頂の渦の端は「巻終わり」のようにも見え面白いで
す。
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国宝：「仮面の女神」＠長野県 尖石縄文考古館
縄文時代後期前半 約 前４０世紀頃 長野県茅野市 中ッ原遺跡出土

これも完体に近い形で発見さ
れた貴重な一体です。人為的
に右足が取り外されていまし
た。縄文人にとって土偶を壊
す（分割？）という行為がど
んな意味をもっていたの
か・・知りたいですね。
渦紋の意味も・・・
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＠長野県 平出博物館

埋甕
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水煙文土器 ＠山梨県 釈迦堂遺跡博物館
縄文時代中期後葉 （⇒９頁参照）

装飾性の高い縄文土器としては火
焔型土器が有名ですが、これら水
煙文土器も負けてはいません。
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水煙文土器 ＠山梨県 釈迦堂遺跡博物館
縄文時代中期後葉 （⇒９頁参照）

作者は天才！！

これだけの技量を持っていた縄文人
ですが、なぜか「写実的」な作品は
ほとんどないのです。人のほかにヘビ、
カエル、イノシシかな？などと思える
ものはあるのですが。
この点はまた別の場で・・・
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渦文深鉢 ＠山梨県立博物館

残念ながら撮影不可でしたの
で参考文献１から引用させて頂
きます。配置はアレンジさせて
頂きました。

他に類例を見ない濃密渦文の
土器です。逆さまにして墓とし
て使われていたようです。どん
な情念、思いが込められたので
しょうか？

縄文時代中期 桂野遺跡出土
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参考文献

１）写真 小川忠博 監修 小野正文・堤 隆，
縄文美術館．平凡社，2013，207p.

おまけ情報 サービスエリアから行ける！！

釈迦堂遺跡博物館は中央自動車道釈迦堂SAから歩いて
行けます（上り・下りとも：下図参照）。
通りかかったときに休憩もかねて是非！！
土偶のあれこれ、水煙文土器・・・など必見展示が
盛りだくさん。縄文の素晴らしさ、不思議さを是非
楽しんでください。

Google Mapより
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